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世界
に発信。

循環器全体に目を向け、より良い治療を提供するために。

循 環 器 科 部 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

馬場記念病院
循環器科部長
山下 啓

01こんにちは。中西弘毅です。 02 発表内容について。
03 テーマ選出のきっかけと臨床と研究に対する思い。

特別編

ヨーロッパ心臓病学会で発表。

この度、当科の医師、中西弘毅が、バルセロナで開催

されたヨーロッパ心臓病学会（ESC）2014に参加いた

しました。そこで、今回の＜循環器科ニュース＞では、中

西医師の研究内容、学会での発表の様子を中心にお

伝えいたします。

今回中西医師が行った研究は、心房細動と冠動脈疾

患の併発に関するものです。心房細動の患者さまは、

動脈硬化を抱えていることが珍しくありません。患者さ

まにより良い治療を提供するために、これら二つの病気

の関連を探った研究が、ESCで発表の場を得ました。

当科では、心臓と冠動脈、それぞれの状態に注意を払い

つつ、検査や治療を行っています。例えば、不整脈の患

者さまにひそんだ狭心症を見逃さないよう、循環器全体

に目を向けます。それぞれの医師が不整脈と動脈硬化

の診療ができるよう、体制を整えているのは、当科の強

みかもしれません。不整脈でも動脈硬化でも、循環器に

ついて気になることがありましたら、まずはかかりつけ医の

先生にご相談のうえ、当科への受診をご検討ください。
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